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　前報 1）2）に引き続き，防災センターが関東・東海地域で実施している地殻傾斜の連続観測結

果について報告する。

　第 1 図に各観測点のステーションコード，観測点名，緯度，経度，センサー部の設置深度を

示す。銚子（ CHS ），韮山（ NRY ）は，54 年度に新設した観測点である。

　第 2 図に各観測点における 1980 年 5 月～ 10 月までの 6 ケ月間の観測結果を示す。6 月に発生

した伊豆半島東方沖群発地震に伴うステップが中伊豆でいくつか観測された。9 月 8 日頃から

銚子で，それまでの定常的ドリフト量を越える変動が認められる。この他に，その他の観測点

においても地震時のステップ，降雨に伴う変動や原因不明の変動がいくつか観測されているが，

今までのところ地震に直接結びつくと考えられる異常変動は見い出されていない。

　なお，銚子，韮山における設置方位は，当初は図中に示す X，Y 方向であるが，銚子につい

ては 10 月に，南北，東西方向に再設置し，韮山についても同方向に近々設置する予定である。

（ 山 本 英 二 ）
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第 1 図　地殻傾斜の観測点分布
Fig. 1   Distribution of stations for crustal tilt measurements.
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第 2 図　地殻傾斜の観測結果（ 1980 年 5 月～ 10 月 ）
Fig. 2   Results of crustal tilt measurements (May - October, 1980). 

R: Rainfall; E: Earthquake;＊: Offset.
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